
介護給付適正化について

邑智郡総合事務組合 介護保険課

資料3
R6.3.26

R5居宅集団指導



邑智郡の状況（人口）

• 令和5年時点の高齢化率は45.8%で、後
期高齢化率は27.5%である。

• 今後も人口減少が進む一方で、後期高齢者
の割合は増加し、令和8年には全体の約3
割が後期高齢者となる見込み。



邑智郡の状況（認定者）

• 要介護（要支援）認定者は今後も減少する
見込み。

• 認定率（第1号被保険者に占める要介護・要
支援認定者の割合）は令和12年から増加し
ていく見込み。



介護給付費の状況

• 令和5年度の介護給付費は約31億3600
万円となる見込み。

• 第9期は第8期に比べて介護給付費は増加
する見込み。

給付費
（見込み）

第9期 令和12 年度
(2030 年度)

令和22 年度
(2040 年度)

合計 令和6 年度
（2024 年度）

令和7 年度
（2025 年度）

令和8 年度
（2026 年度）

9,566,058,418 3,202,208,367 3,207,273,857 3,156,576,194 3,041,571,640 2,962,177,452



第9期介護保険料について

• 介護保険の財源は、国・県・市町村の
公費と保険料がそれぞれ半分ずつ負
担しています。

• 保険料のうち、23％の部分を邑智郡
内の65歳以上の方の保険料で負担
しています。

• 第9期の介護保険料は第8期からすえ
置き、月額6,650円です。

【第9期介護保険料】



介護保険料の見込みについて

• 今後、高齢者の人口減少、介護
給付費の増加に伴って65歳以
上の方が負担する介護保険料
は増加する見込みとなってい
ます。

• 令和27年度には介護保険準
備基金繰入前で、基準額が1万
円を超える見込みとなってい
ます。



介護給付適正化について

•介護給付の適正化とは、介護サービスを必要とする利用者を適切
に認定し、適切なケアマネジメントにより利用者が真に必要とす
るサービスを見極めた上で、事業者がルールに従ってサービスを
適切に提供するよう促すことです。

•これにより、適切なサービスの確保とその結果としての費用の効
率化を図ることで、介護保険制度への信頼が高まり、持続可能な
介護保険制度へとつながります。



介護給付適正化に向けて
【例】

• 軽度者への福祉用具貸与「特殊寝台」について、ベッドが必要＝特殊寝台の貸与になってい
ないか？
…特殊寝台に依存することで「起き上がり」「立ちあがり」など日常生活の中でのリハビリの機会が奪われ、筋
力低下を引き起こすことも懸念されます。通常のベッドがあれば自力で起き上がり等が可能な場合は、福祉用具
貸与の対象とはなりません。

• 自立支援のための住宅改修になっているか
…屋内や屋外の移動方法（つたい歩き、つえ・歩行器利用、車いす介助など）をアセスメントしながら、不必要
な工事にならないよう、現在の身体状況や介護力だけでなく、近い将来も見据えて協議を行ってください。

「あったら便利」ではなく、「必要不可欠」かどうかという視点

本人の自立支援・将来の介護保険料額の上昇を抑える両方の観点から、過剰なサービス利用に
なっていないか、サービスありきのケアプランになっていないか、改めてご確認ください。


